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曇 の 結 晶
「 書 は 天 か ら 送 ら 和 た 手 紙 で あ る 」 と は 、 中 合 宇 己 郵 博 士 の 言 葵

て 可 。 こ の 言 葉 の 意 昧 は 雪 の 結 晶 形 が 天 す な わ ち 上 空 の 曇 の

伏 態 を 反 峡 し て い る こ い う こ こ で す ） 雪 の 結 晶 冗 尻 燿 喩 は 、 そ

贋  ． 小 林 ｛ 責 怜 氏 に よ っ て 舌 と め ら れ 下 の 図 の よ う は 結 果 が 得 ち

れ 呑 し た 。 こ の 図 で わ か る こ に は 雪 の 炭 長 は 、 古 す 温 覆 に よ っ

て 戸 角 柱 約 こ 「 ふ る か 、 板 状 （ 二 は る か が 決 舌 る こ い う こ と で す 。 O  

rv- 4 C゚ で は 版 杖 -- 22 ℃ で は

再 ひ 板 杖 、 さ ち に そ れ 以 下 の 温 度 で は 、 舌 に 由 柱 状 に fさ る と い 勺 貝

合 で す 。  さ ら に 、 各 量 度 範 囲 で さ ま ざ 、ま は 結 晶 形 に わ か れ て い く

，J 内 は 、 そ の 場 の 木 墓 気 の 量 、 正 帽 こ は 、 水 荼 気 の 過 佗 如 量 に よ る こ
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雪 の 結 晶 の 叉 T ッ 今

合 ふ 応 聾 罪 氏 （こ ぶ っ て 舌 ‘ 乙 め 匂 戸
「 こ 邁 の 痣 晶 の 炭 長 形 ｀ こ 温 度 ・ 水
蒸 気 髪 （ 汽 昼 茫 記 畏 ） の 関 1糸
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い う t け で ‘一凡 例 文 は 表 に の 已
ヽ

，ヽ ビ ス 汀 、 ソ 千 の よ う は 酋 ビ と 、 さ ず 、

9 ヽ: - 巧 ～ ー 約 oc 麟 ） で 中 1心 部 の 疇

,; ,: 

· ~ ゜ ヽ 〉 板 状 の 成 長 が は じ 舌 リ 、 過 飽 知 量 が
＊  

＼， 乃 く は っ て 板 状 結 晶 か ち 枝 が 廷 び 、

D  U /  .  ゚＼ 合 ら に 忍 下 し て 下 屈 の 雲 の 中 も 麟
0 ' ( ;  
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、-;/ 虞 豆 ノ れ と つ け て き に こ と が 考 文 ち 疇 n
疇 け で す 。 こ の よ う こ し て 、 大 ぎ っ
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ば （こ ． 上 空 の 様 子 を 結 晶 の 形 か ら 想

像 す る こ ℃ が 可 能 で す 。 し か し 、

富 山 で 見 る 雪 店 、 小 さ 芯 結 晶 め そ の
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扱 月 が 集 忠 っ て で ぎ 「 こ r (ぎ た 人 雪 ー 」

か ‘ 夕 仄 、 そ の 研 究 は 、 度 言 ） 進 入 て

い ぢ い の で 、 上 の よ う に 簡 享 真 、

富 山 の 上 空 の 粒 子 ど 知 る こ こ け で ぎ

※ く も つ ぶ: --  ・-'-"z. 信 い の で す 。
竺 を つ く ｛ て V 姦 火 商 0 ℃  
以 下 で も 乗 ら 笞 い  こ こ が 9 い 。
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